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1．全国学生献血推進実行委員会について  

● 全国の7ブロック、計16名の学生献血推進メンバーによって構成された学  

生献血推進団体の全国代表組織。   

● 年に3回、学生間の意見交換と若年層に対する献血推進の普及を目的に会  

議を行い、全国統一のクリスマスキャンペーンに向けての話し合いや反省  

を行っている。   

● 年に1度、実行委員会主催のもと47都道府県の学生献血推進団体代表者が  

集まって交流を深める「代表者会議」が行われる。  

2．全国学生クリスマス献血キャンペーンについて  

（東京都の例を中心として）   

■ 冬場の血液不足の解消と、若年層への献血の理解と協力を促すことを目的   

として、12月に全国統一で行われるキャンペーン。   

■ 企画・運営を始めとして、献血の呼び掛け、装飾、受付、誘導、準傭や片   

づけに関して全て学生が主体となって行う。   

● 学生はサンタの衣装やけんけつちゃんの着ぐるみを着て呼びかけを行い、   

テント等もクリスマスー色に飾り付ける。   

■ 東京都では最近70～80名の学生ボランティアの参加があり、その数は   

増加傾向にある。   

■ 一人でも多くの方にご協力いただくために、各県趣向を凝らした取り組み  

やイベントを行っている。  

例：ペア献血、ハンドベル演奏、吹奏楽演奏、ガラボン抽選会、アートバル  

ーン・ 風船の配布、野球選手との記念撮影会  

■ 昨年度のキャンペーンでは全国で、受付13770名、献血10834名の方にご   

協力いただいた。   



（東京都のクリスマスキャンペーンの様子）   



3．各都道府県の効果的な取り組み  

◆ 献血ウイーク（北海道ブロック）   

→学生ボランティアに実際に献血をしてもらう週間を作り、献血の内容を知ってもらう。  

◆ 成分献血キャンペーン（近畿ブロック）   

→安定した血液を確保するために、一定の期間中毎月30本を目標に学生ボランティア  

が成分献血を行う。  

◆ ティッシュの事前配布（東北ブロック）   

→献血知識PRのためにティッシュにPRチラシを挟んで、キャンペーンの事前に配布。   

◆ メッセージを小児病棟へ寄贈（近畿ブロック）   

→メッセージボー ドをキャンペーン時に設置し、献血者の励ましの言葉を後日病院の小  

児病棟へ寄贈。   

◆ 博多どんたく祭りへの参加（福岡ブロック）   

→博多どんたく祭りにおいて、各県が呼び込み時に使っている衣装を着ながら献血の宣  

伝をして練り歩く。  

◆ 高校生への講義（福岡ブロック）   

→高校生を対象にして献血の詳しい知識や献血の重要性について講義を行う。  

◆ 1225献血キャンペーン（福岡ブロック）   

→ブロック全体で1225名の献血者を目指すキャンペーンを実施し、各県一丸とな  

って目標を目指すことで大幅な献血者増加につながる。   

◆ ラジオ出演、テレビ宣伝（諸ブロック）   

→学生がラジオに出演し、献血キャンペーンの宣伝と献血へのご協力を呼び掛ける。ま  

た、ニュースリリースをメディアに送付し、キャンペーンの様子をテレビに取り上げ  

てもらう。  

4．東京都の取り組み  

＞ 毎月の会議にて学生に向けた勉強会や DVD上映、血液センターの見学会を   

実施。   

＞ 呼び込みマニュアルを作成し、呼び込み時に心がけることや、献血の知識   

を呼びかけることをボランティアに意識させる。   

＞ 献血者のメッセージを貼り付けるカウントアップボードを設置。   

＞ 献血の現状について書いた説明ボードを設置。   

＞ 今年度から「患者さんのメッセージ」を献血者にお配りする予定。  
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カウントアップボード  説明ボード  
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う
と
リ
ノ
と
し
ま
す
」
 
 

と
話
し
ま
す
。
 
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
子
は
 
 

輸
血
を
受
け
る
と
元
気
に
な
る
こ
 
 

こ
を
知
っ
て
い
て
『
ア
ン
パ
ン
マ
 
 

ン
の
二
キ
ス
だ
⊥
と
一
言
っ
て
い
 
 

ま
し
た
。
ど
ん
な
に
宥
り
か
と
 
 

・
2
と
一
首
っ
て
包
足
り
ま
せ
ん
。
 
 

今
で
も
病
院
で
は
、
多
く
の
子
ど
 
 

献
血
の
募
集
穆
希
う
の
は
己
友
 
 

赤
十
字
社
の
役
割
の
一
つ
で
す
 
 

が
、
各
皿
蒲
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ぬ
 
 

員
の
ほ
か
、
ボ
フ
ン
テ
ィ
ア
の
存
 
 

在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 
 
 

大
学
生
で
は
会
豊
言
蔽
皿
推
 
 

海
港
】
蘭
会
笑
蓄
会
が
さ
ま
ぎ
 
 

ま
彗
イ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
汚
動
菅
尾
 
 

開
署
年
層
の
献
血
義
少
傾
向
 
 

の
中
で
そ
の
活
動
に
大
き
な
期
 
 

待
が
暮
雲
ノ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
の
1
2
月
に
は
恒
例
の
「
ク
リ
 
 宇生声陳血ボランティアが企画し1＝声状血の呼びかけ  

も
た
ち
が
輸
血
震
っ
て
ま
す
マ
 
 

こ
れ
か
ら
も
献
血
を
お
用
い
し
ま
 
 

す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
来
主
す
」
（
 
 

郡
を
略
し
て
い
ま
す
）
 
 
 

献
血
ル
ー
ム
の
資
が
こ
れ
を
 
 

み
つ
け
、
ふ
七
七
叩
訪
れ
ト
」
き
よ
 
 

イ
ヴ
さ
ん
に
讃
牽
か
け
ま
し
た
。
 
 

一
そ
の
後
コ
ノ
ン
パ
ン
マ
ン
の
 
 

エ
キ
ス
』
は
、
小
冊
子
や
献
血
の
 
 

広
告
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
呼
び
か
 
 

け
墓
室
さ
ん
の
教
材
な
ど
 
 

に
◆
－
倭
っ
て
く
れ
て
い
主
す
。
亡
 
 

く
な
っ
た
後
ち
、
こ
う
し
て
み
な
 
 

さ
ま
に
可
変
が
っ
て
も
ら
え
る
な
 
 

ん
て
長
男
は
と
て
ボ
幸
せ
者
で
 
 

す
一
 
 
 

昨
鑑
パ
ン
「
一
ン
曇
、
ヨ
ら
 
 

の
プ
ロ
夕
空
公
印
。
一
メ
ッ
セ
ー
 
 

の
後
の
∈
鼻
の
こ
こ
や
こ
う
L
た
 
 

ジ
ノ
ー
こ
の
文
章
羊
こ
む
に
そ
 
 
 

経
緯
な
ノ
右
栢
〈
ノ
、
一
声
長
．
▼
こ
 
 

れ
が
人
気
フ
コ
ク
の
一
つ
に
｛
－
 
 

り
、
大
き
な
反
響
生
け
ぺ
）
声
た
。
 
 
 

「
コ
ノ
ン
パ
ン
マ
ン
の
こ
雪
ご
 
 

は
、
り
ょ
う
す
け
か
「
あ
り
が
と
 
 

■
之
っ
て
言
い
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
 
 

－
つ
と
患
っ
て
書
い
た
ん
で
す
。
い
 
 

ま
で
も
自
分
が
書
い
た
気
が
し
な
 
 

い
ん
で
す
よ
 
 

ス
マ
ス
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
 
 

全
国
で
展
印
し
声
し
た
ァ
季
員
長
 
 

の
南
澤
悪
さ
ん
は
地
元
・
香
川
 
 

で
こ
の
活
動
菅
引
っ
張
り
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
で
 
 

賢
帝
び
か
け
た
ん
で
す
が
、
 
 

1
8
1
人
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
 
 

た
。
≠
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
1
 
 

4
1
1
へ
山
稜
て
ン
タ
l
り
1
ほ
、
 
 

若
い
人
が
呼
び
か
け
な
ど
に
診
m
 
 

す
る
と
革
血
暑
が
増
え
る
と
一
丁
っ
 
 

て
く
れ
ま
す
」
 
 
 

今
年
は
4
蟹
生
。
将
来
は
こ
h
 
 

っ
き
m
ン
し
イ
し
は
い
な
い
け
ノ
ヽ
人
 
 

の
た
め
に
な
る
仕
事
に
つ
き
た
 
 

い
一
。
 
 
 

同
会
の
委
員
長
か
ら
医
師
に
な
 
 

っ
た
の
が
中
村
抽
さ
ん
。
詞
在
は
 
 

至
院
の
2
伍
日
の
研
 
 

雲
■
、
丁
′
 
 
 

章
節
±
や
砺
整
票
」
出
亡
 
 

が
ひ
ど
く
て
緊
急
給
血
を
し
た
こ
 
 

と
お
杜
験
し
ま
し
た
。
人
工
血
相
 
 

の
研
究
が
進
ん
で
は
い
る
む
の
 
 

の
、
い
ま
だ
に
実
用
に
は
至
っ
て
 
 

い
な
い
た
め
、
皿
繹
に
頼
ら
ぎ
る
 
 

参
詣
な
い
。
患
者
さ
ん
雪
景
靂
 
 

に
す
る
よ
一
つ
に
な
っ
て
、
い
っ
そ
 
 

う
皿
稗
の
大
切
さ
が
実
感
で
き
 
 

た
。
い
ま
で
も
墓
の
ボ
ラ
 
 

ン
テ
ィ
ア
轟
け
て
い
ま
す
」
 
 
 

【平成17年。藁震都欄社保健局調べ）  




